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【手続補正書】
【提出日】平成22年4月26日(2010.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式
【化１】

［式中、
Ｘ1は、式
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【化２】

で表わされる２価の基を表わし、
Ａ及びＡ’は、互いに独立して、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン基、Ｎ、Ｏ
又はＳによって所望により中断された、未置換の又は置換された、直鎖の又は枝分かれし
た炭素原子数１ないし１２のアルキレン基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン
基；ビフェニレン基；炭素原子数６ないし１０のアリーレン基；又は、炭素原子数５ない
し１０のアリーレン－（炭素原子数１ないし１２のアルキレン）基を表わし；
Ｒ1は、式
【化３】

で表わされる基を表わし；
Ｒ2及びＲ3は、互いに独立して、水素原子；炭素原子数１ないし１２のアルキル基；ＯＲ

7；ＮＲ7Ｒ9；炭素原子数６ないし１０のアリール基を表わし；
Ｘ2は、Ｏ又はＮＨを表わし；
Ｗ1は、炭素原子数１ないし２０のアルキル基；又は基Ｓｐ－Ｓｉｌ（ここで、Ｓｐは、
直鎖の又は枝分かれした、飽和した又は単不飽和の又は多不飽和の炭素原子数３ないし１
２の炭化水素基を表わし；Ｓｉｌは、シラン；オリゴシロキサン又はポリシロキサン部分
を表わす。）を表わし；及び、
Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8及びＲ9は、互いに独立して、水素原子；炭素原子数１ないし１
２のアルキル基；又は炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基を表わす。］で表わさ
れる化合物。
【請求項２】
式（１）で表わされる化合物の製造方法であって、以下の反応スキーム
【化４】

（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4及びＸ1は、請求項１で定義した通りである。）に従って、
式（１ｍ）で表わされるクロロトリアジン　２モルと式（１ｎ）で表わされる化合物　１
モルとを反応させることを含む方法。
【請求項３】
微粒化された、式（１）で表わされる化合物の製造方法であって、適切な溶媒から湿式粉
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砕、湿式混練、噴霧乾燥することによって、式（１）で表わされる化合物の適切な溶媒か
らのＲＥＳＳ法に従った膨張によって又は再沈殿によって、０．０２ないし２μｍの平均
粒子サイズを有する微粒子を得ることを含む方法。
【請求項４】
化粧品的に許容可能なキャリヤー又は補助剤と一緒に、少なくとも１種の、請求項１に記
載の式（１）で表わされる化合物を含む化粧品組成物。
【請求項５】
式（１）で表わされる化合物が微粒化状態で組成物中に存在する請求項４に記載の化粧品
組成物。
【請求項６】
（ａ）０．０２ないし２μｍの粒子サイズを有する、少なくとも１種の微粒化された式（
１）で表わされるＵＶ吸収剤、及び、
（ｂ）適切な分散剤
を含むＵＶ吸収剤分散体。                
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